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天
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1
月
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土
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天
王
寺
支
部
と
奈
良
支
部
、1
月
1１
日（
日
）に
は
北
大
阪
支
部
、1
月
17
日

（
土
）に
は
大
阪
支
部
が
開
催
し
た
。各
支
部
と
も
に
、年
頭
の
こ
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集
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で
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ら
な
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熱
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。
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　あけましておめでとうございます。
皆様におかれましては健やかに新年をお迎えになら
れたこととお喜び申し上げます。
　昨年は、私たち大阪地方本部の諸活動に多大なる
ご理解・ご協力を頂きましたことに心から感謝申し上
げます。
　昨年は、特に、大阪・関西万博の開催があり、インバ
ウンドの影響もあり、JR西日本グループを多くのお客
様にご利用いただけた1年でありました。大きな輸送
障害もなく安全かつ円滑な輸送サービスの提供に向
けて、それぞれの立場で奮闘いただいた組合員の皆
様に感謝申し上げます。
　さて、年が明けて、早くも１週間が経過しましたが、
今年の年末年始は、大阪でも小雪がちらつくなど昨年
と違って寒い日が多く在りましたが、曜日配列にも恵ま
れ多くの方 に々鉄道を利用いただき、対前年4％上回
るご利用がありました。素直に喜び合いたいと思いま
す。概ねこの近畿エリアでは大きな輸送障害もなく順
調に推移したと報告を受けていますが、雪による影
響、先日の山陰地方の地震も一部影響がでましたが、
皆様の献身的な努力で、年末年始輸送を乗り越え、
ご尽力いただいた結果、本日まで安全に完遂すること
ができたと思っています。感謝申しあげたい。
　本日は、特別講演として安全推進部、金丸部長よ
り、「安全について」講演を行っていただくことにしてお
ります。安全は、私たちの業務の「根幹」であり、日々 の
一つひとつの考動の積み重ねにより守られるもので
す。本日の講演では、現場に根差した具体的な取り
組みや、今後の安全性向上に向けた重要なご示唆を
お話しいただけるものだと思っています。限られた時間
ではありますが、あらためて安全の重要性を見つめ直
す、明日からの実践につなげる機会にしていきたいと
思いますのでよろしくお願い申し上げます。
　それでは、地方本部執行部を代表して、主要課題
について課題提起し、年頭のごあいさつを申し上げた
いと思います。
１．更なる職場からの安全確立を（１丁目１番地）
　本年は、福知山線列車事故から21年を迎えること
となります。事故後入社の組合員は組織の７割を超え
ており、すべての組合員が安全最優先の重要性を理
解して職場から取り組みを進めることは、決して容易
ではありません。
　悲劇を二度と繰り返さないために、事故の事実や
悲惨さ・反省と教訓、事故を知らない組合員へ確実
に継承するために、「（A）当たり前のことを」「（B）馬鹿
にせず」「（C）ちゃんとする」ABC運動をすべての職場
で実践し続けることを、改めて要請します。
　また、「JR西日本グループ鉄道安全考動計画
2027」は折り返し年度を越え、４年目の取り組みとな
ります。加えて、本年４月には新たな中期経営計画が
スタートすることとなります。引き続き、すべての組合員
とともに、安全の確立を最優先課題に位置付け、取り
組みを重ねていく決意を皆様とともに確認したいと思
います。
２．２０２６春闘に向けて
　2025年春闘では、2024年春闘で勝ち取った
「ベースアップ」を中心とした「賃上げ」の勢いを止める
ことなく、労使で「人財への投資」の議論を深めていく
ことができました。結果として、生活の安定につながる
賃上げと、コロナ禍前の水準近くの賞与の実現を果
たすことができ、組合員の皆様の働きがいの向上に繋
げることができました。

　また、昨年１１月に公表された中間決算では、ＪＲ西
日本グループは５期連続の増収増益を達成しました。
これは、私たちが取り組んできた大阪・関西万博輸送、
インバウンドへの対応、そしてコスト構造改革を継続し
てきたことの成果によるものです。
　加えて、社会の変化のスピードは加速し、インフレや
人手不足といった問題も深刻化しています。このよう
な中、私たちの努力と創意工夫がより一層求められて
いる環境になっており、「人財への成長投資」への重
要性がより高まっている状況であるといっても過言で
はありません。
　2026年春闘では、これまでの成果をさらに発展さ
せ、労働条件の改善を加速させ、人財の確保・定着、
組合員の生活安定とモチベーション向上につながる、
実質的な賃上げを必ず実現しなければなりません。
　春闘は労働組合の存在意義を高める重要な機会
です。全組合員一丸となって機運を高め、2026春闘
を創りあげましょう。
３．魅力と求心力あるJR西労組を創ろう
　昨年も組合員に対して、職場からJR西労組運動に
献身的に取り組んでいただいたことに感謝いたしま
す。現在、組織率（地本）は97％に迫っており、この状
況を更に発展させ、信頼される組織づくりを進めなけ
ればなりません。労働協約や春闘の成果を通じて、労
働組合の重要性を改めて実感していただけるよう運
動を続けていきます。
　一方で、女性役員の育成は引き続き重要な課題で
す。特に、組合役員の女性比率は約10％程度と非常
に低く、出産や育児などの、家庭と組合活動の両立な
どの課題があります。女性が活躍できる職場環境の
改善が進む中、女性の声を会社に届けるためにも、女
性役員が活躍できる環境整備も含め、取り組みをす
すめていくこととします。
　組織化の面では、この4月にも新卒者を中心に多く
の社員が入社されることが予想されます。全員を私た
ちの仲間に迎えるため、分会・支部・地本が連携して
取り組むこととします。
４．政治への理解・参加を深める取り組みの継続
　昨年7月に執行された第27回参議院議員選挙で
は、全国比例区において、JR連合21世紀の鉄道を考
える議員フォーラム所属の「浜野喜史」参議院議員
の必勝に向け、全組合員で取り組み、当選を果たすこ
とができました。これも、皆様の熱意あるご支援の賜
物であり、心より感謝申し上げます。
　昨年も多くの政策課題を、私たちの運動に賛同い
ただける国会議員・地方議員の皆様に国会や議会で
発言をいただきました。処遇改善に向けた運賃改定
や地方ローカル線の課題をはじめとした産業（交通）
政策は、政治と密接に関係しています。私たちの産業
や生活にとって、政治は決して無関係ではありません。
　私たちは、特定の政党を支持するのではなく、「信頼
できる議員と連携し、働く仲間の声を政治へ届ける」こ
とを目的としています。本年も仲間の議員と共に連携し、
JR産業の持続的成長に向けて取り組むこととします。
　交通政策をすすめる会への加入促進をはじめ、組
合員とその家族に対して、より一層の政治への関心と
理解・参加を深める運動を継続していくこととします。
　むすびに、2026年が皆様にとって健康で安全な年
となり、JR西労組の主要課題が午（うま）のごとく力強
く飛躍する１年となることを願い、本年も変わらぬご
理解とご協力をお願い申し上げ、新年のご挨拶とさ
せていただきます。
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